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『なごやかクラブ北』は、令和７年４月１日で設立６０周年を迎えました 

 

 

令和７年度市老連行事予定 

(期日・会場等が確定しているものから抜粋) 

第 5 0 回 通 常 総 会  6月  5日 市 民 会 館 

新 任 会 長 研 修 会  7月  8日 昭和文化小劇場 

健康づくりウォーキング大会 11月 14日 東 山 公 園 

グラウンド・ゴルフ大会（個人戦）11月 18日 白 川 公 園 

女 性 リ ー ダ ー 研 修 会 11月 26日 総合社会福祉会館 

グラウンド・ゴルフ大会（団体戦） 3月 3日 白 川 公 園 

令和７年度なごやかクラブ北事業予定 

 

ク ー リ ン グ 大 会   ５月２１日      北生涯学習センター体育館 

教 養 講 座   ６月１８日      北文化小劇場 

老 人 ク ラ ブ 大 会   ７月２３日        北文化小劇場 

演 芸 大 会   ７月２３日        〃 

グラウンド・ゴルフ大会   ９月２５日      名城公園 

                           （上位８名は市大会 11/18に出場） 

ウ ォ ー キ ン グ 大 会  １０月１５日      名城公園 

ボ ッ チ ャ 大 会  １０月２２日      北生涯学習センター体育館 

                           （優勝チームは市大会 12/3に出場）                

役 員 研 修 会  １１月１２日      未定 

趣 味 の 作 品 展  １１月２７日・２８日  北区役所講堂 
※理事会…原則毎月第１水曜日（８月無） ※女性リーダー会…理事会の翌週火曜日 

名古屋市老人クラブ連合会

ホームページへは、こちら

からアクセスできます。 
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令和６年度事業報告 

 

５月 ２２ 日  クーリング大会 北生涯学習センター（１００名） 

６月 １９ 日  教養講座 北文化小劇場（１８０名）  

７月 ２４ 日  なごやかクラブ北大会・演芸大会 北文化小劇場（２３０名） 

９月 ２５ 日  グラウンド・ゴルフ大会 名城公園（８０名） 

１０月 １６ 日  ウォーキング大会 名城公園（１８０名） 

１０月２４・２５日 趣味の作品展 北区役所講堂（中 止）   

１１月 １３ 日  役員研修会 輪中の郷（７４名） 

１２月 １１ 日  ボッチャ大会 北生涯学習センター（８０名） 

 

令和６年度決算報告 

 

収  入 1,514,156円 

支  出 1,440,584円 

繰 越 額    73,572円 

 

【収入の部】 

会  費  245,000円 

補 助 金 1,076,010円 

事 務 費     75,000円 

雑 収 入      5,000円 

繰 越 額   113,146円 

 

【支出の部】 

管 理 費   134,644円 

（会議費    37,800円） 

（事務費    96,844円） 

事 業 費 1,300,630円 

（事業推進費 499,830円） 

（指導研修費  17,000円） 

（活動助成費 783,800円） 

負 担 金     3,000円 

雑    費      2,310円 

令和 6年の交通事故死者数 

 

令和６年中の交通事故死者数の確定値が発表されています。都道府県別にみると、愛知県は前年比４人減

の１４１人で、全国ワースト２位でした。そのなかで、名古屋市は前年比１人増の３５人となっています。

これは、愛知県下の地域別ではワースト１位となっています。それでは北区はというと、警察署別にみると

愛知県警下で４署しかない交通事故死者数ゼロとなっており、関係者の皆さんの一方ならぬご努力が窺える

ところです。（北区は、令和５年１１月５日以降、交通事故死者数ゼロが継続しています。） 

私たち高齢者は、交通事故の被害者となることが多い反面、加害者となることも危惧されているところで

す。判断力や動作が、若い頃に比べれば鈍く、遅くなっていることを十分に自覚して、事故にあわない・事

故を起こさない生活を心がけましょう。 


